
年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 HR 21 ～ HR 26

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

論理的、批判的に考える力を伸ばし、自分の
思いや考えを広げたり深めたりすることができ
るようにする。

新編　論理国語　東京書籍

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりのなかで伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたり国語を尊重してその能力向上を図る態度を養う。

論理国語

【 知　識　及　び　技　能 】

千早

○

A 単元【広がる風景】
【知識及び技能】
　言葉には、言葉そのものを認識
したり説明したりすることを可能に
する働きがあることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的
確に捉える力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
教材と実生活を結び付けて考える態
度を養う。

教材
【対話とは何か】
【世界をつくり替えるために】

指導事項
・文章の構造を理解する。
・筆者が述べる「おしゃべり」　と
「対話」の違いを捉える。
・世界をつくり替えるためには何が
必要か捉える。
・文章中に出てきた漢字や語句の意
味を理解し日常生活で使えるように
する。

【知識・技能】
　言葉には、言葉そのものを認識　したり説
明したりすることを可能にする働きがあるこ
とを理解する。
【思考・判断・表現】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉えることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材と実生活を結び付けて考えることがで
き、粘り強く学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 14

国語 論理国語
国語

単元の具体的な指導目標

論理国語 2

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

定期考査 ○ ○

３
学
期

１
学
期

C 単元【考える手がかり】
【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識した
り説明したりすることを可能にする
働きがあることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
具体例から筆者が述べようとしてい
ることを理解し、自らの学びを調整
する力を育成する。

教材
【「ふしぎ」ということ】
【学ぶことと人間の知恵】

指導事項
・具体例を通して筆者の述べようと
していることを読み取る。
・神話の意義について理解する。
・論理の展開を踏まえて、文章を理
解し、他者に自分の意見を伝える。

【知識・技能】
　言葉には、言葉そのものを認識したり説明
したりすることを可能にする働きがあること
を理解する。
【思考・判断・表現】
作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
具体例から筆者が述べようとしていることを
理解し、自らの学びを調整することができ
る。

　

○

２
学
期

C 単元
【現実の中で】【ものの見方】

【知識及び技能】
文や文章の効果的な組立て方や接続
の仕方について理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や論理の展開，表現の仕
方について，書き手の意図との関係
において多面的・多角的な視点から
評価する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に文章の展開を把握して筆者
の考えを読み取り、文章の内容を踏
まえてまとめようとしている。

教材
【安心について】
【弱肉強食は自然の摂理か】

指導事項
・文章における筆者の問題提起とそ
れに対する主張が書かれている部分
を把握し、文章の構成を理解する。
・文章の中心的な問と主張について
自分でまとめ、クラスメイトと共有
する。

【知識及び技能】
文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や論理の展開，表現の仕方につい
て，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に文章の展開を把握して筆者の考えを
読み取り、文章の内容を踏まえてまとめてい
る。

1

○ ○ ○ 15

A 単元【人間と知性】
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増やし、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
関連する文章や資料を基に、書き手
の立場や目的を考えながら、内容の
解釈を深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
叙述に注意しながら読み、人間の思
考と脳の働きについて理解しようと
し、粘り強く学習に取り組む態度を
養う。

教材
【ラップトップ抱えた「石器人」】
【思考の肺活量】

指導事項
・タイトルに込められた筆者の思い
を理解し、事例と主張に注意しなが
ら読む。
・筆者が述べる、「思考」において
「だいじなこと」を理解する。
・教材の読み比べを通してそれぞれ
の教材の特徴や違いを理解する。

【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増やし、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊か
にしている。
【思考力、判断力、表現力等】
関連する文章や資料を基に、書き手の立場や
目的を考えながら、内容の解釈を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
叙述に注意しながら読み、人間の思考と脳の
働きについて理解しようとし、粘り強く学習
に取り組んでいる。

単元【働くよろこび】
【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識した
り説明したりすることを可能にする
働きがあることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
具体例から筆者が述べようとしてい
ることを理解し、自らの学びを調整
する力を育成する。

○ ○ 14

○ ○ ○ 15

定期考査
○ ○ 1

定期考査 ○ ○

○

教材
【複数の「わたし」】
【はじめに「言葉」がある】

指導事項
・「働くこと」と「言葉」のかかわ
りについて考え、自分の意見をまと
める。
・叙述に注意しながら読み、事例か
ら引き出される筆者の主張を読み取
る。

【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈するできる。
【学びに向かう力、人間性等】
具体例から筆者が述べようとしていることを
理解し、自らの学びを調整している。

○ ○ ○ 15

1

1



３
学
期

定期考査

合計

78

○ ○ 1

単元【働くよろこび】
【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識した
り説明したりすることを可能にする
働きがあることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
具体例から筆者が述べようとしてい
ることを理解し、自らの学びを調整
する力を育成する。

教材
【複数の「わたし」】
【はじめに「言葉」がある】

指導事項
・「働くこと」と「言葉」のかかわ
りについて考え、自分の意見をまと
める。
・叙述に注意しながら読み、事例か
ら引き出される筆者の主張を読み取
る。

【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈するできる。
【学びに向かう力、人間性等】
具体例から筆者が述べようとしていることを
理解し、自らの学びを調整している。

○ ○ ○ 15




